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Ⅶ-18 カレンダー設定 
 

カレンダー設定の役割 
拡張処理内の帳票に反映させる、一年度を通して 52 週の詳細を設定します。 

カレンダー設定をしていない場合、該当年度の帳票を開く事ができないので、初めに設定する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

 

1. 新規登録 

年度を登録する際には、新規登録を押下します。 

設定画面に切り替わりますので、年度を指定後に Enter ボタン押下にて登録されます。 

※処理を中止する場合は、処理中止ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

登録情報削除 新規登録 登録情報修正 

出力対象外店舗一覧 

終了 

出力対象外店舗一覧 

出力対象外店舗一覧 
出力対象外店舗一覧 
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2. 年度開始日付・年度終了日付・週開始日 

年度開始日付・年度終了日付・週開始日を設定します。カレンダー上の数字をクリックする 

事で、日付の色が変化し設定されます。 

各日付を設定し、次へボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年度開始・年度終了日設定、週開始日設定内の黄色い枠の項目を押下にて説明が 

 表示されます。 

 

3. 集計対象 設定確認 

年度開始日・年度最終日と週開始日の間に期間が発生した場合、その期間を集計対象に 

含めるか・含めないかを設定します。 

 

 ・第一週の期間の集計対象設定は、設定確認①で行います。 

 ・最終週の期間の集計対象設定は、設定確認②で行います。 

  設定する場合ははいボタンを押下、設定しない場合はいいえボタンを押下します。 

  日付選択画面に戻る場合は、詳細設定画面に戻るボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※1 

設定可能期間 

週開始日は年

度開始日付の

前後 6 日以内

での設定となる 

 

※2 説明表示 

各処理項目の

説明を表示させ

る。黄色くなっ

ている項目を右

クリックすること

で表示。（選択

にエラーがあっ

た場合にはそ

のエラー内容も

表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度開始日付設定 年度終了日付設定 週開始日付設定 

※2 説明表示 ※１設定可能期間 

設定対象期間 設定対象期間の表示 

詳細設定画面に戻る 
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4. 登録確認 

各日付、設定期間を含めるかの設定の最終確認画面になります。 

設定内容に間違いがなければ登録ボタン押下にて、登録が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 登録情報修正 

修正する年度を選択し、登録情報修正ボタン押下にて、設定画面へ切り替わります。 

また、登録情報を削除する場合は、登録削除ボタン押下後に、確認メッセージにて OK ボタン押下で削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 終了 

終了する場合は終了ボタン押下で、設定メニューへ戻ります。 

 

 

 

 

年度開始・終了日付 週開始日・スタート曜日 

設定週の 

表示 

設定期間を

含めるか 


